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（財）製造科学技術センター

専務理事　瀬戸屋 英雄

平成24年度 アイデアファクトリーテーマ募集について

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素はセンター活動に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、皆様ご高承のとおり、当センターで実施しておりますアイデアファクトリー事業につきまして、平成24年度実施に向けて、別紙要領により新規テーマ（平成24年度は2件程度採択予定）の募集を行います。多くのメンバーからの応募（研究開発ニーズ／シーズの提案）をいただきたくお願い申し上げます。
アイデアファクトリー事業は、学術会員から提案のあった調査研究テーマについて、それに興味を持つ賛助会員である企業が共同で研究会を組織することにより、共通の問題意識を抱える学術会員と企業会員とが直接の意見交換、調査および基礎研究等の活動をすることを通じて研究開発への次のステップへの足がかりを築いていこうというものです。研究期間は原則2年間とし、MSTCは調査経費として1テーマにつき年間上限150万円を学術会員に提供するとともに、会議室の提供等のサポートを行います。

出口イメージとしては、
・公的資金によるフィージビリティスタディの実施

・産学共同による研究開発プロジェクトの提案・実施

・企業による単独／共同プロジェクト化（コンソーシアムの形成）
・企業の研究計画／製品開発計画への反映・発展
などにつなげることを目的とします。
アイデアファクトリーのテーマは、ものづくり関係の技術に関することであれば分野を問いませんが、今回はものづくりにおける低炭素化、エネルギー利用の効率化およびスマート化を目指すプロセスイノベーション、プロダクトイノベーションに関連したテーマを特に歓迎いたします（別添参照）。提案されたテーマは、MSTC事務局でテーマの妥当性、新規性等についてチェックを行い、必要な場合は修正をお願いした上で賛助会員に対しテーマを提示して参加希望につき投票を行います。5社以上の賛助会員が参加を希望するテーマは原則として得票順に採択しますが、応募状況によりましては、より少ないメンバーでの採択もあり得ます。
また、賛助会員以外の企業については、賛助会員になっていただくかまたは、次年度からの賛助会員加入を確約して、今年度は1テーマ25万円の負担をいただければ参加可能です。当該の要件をご確認の上、まだ賛助会員になっておられない企業のふるっての参加を歓迎いたします。
アイデアファクトリーのテーマ提案は学術会員が行いますが、賛助会員がテーマをお持ちの場合には、そのテーマについて知見のある学術会員にコンタクトし、その学術会員名で応募してください。もし、適当な学術会員がいない場合には事務局にご相談ください。

採択のスケジュールとしましては、テーマ募集締切後5月中旬を目途に、賛助会員の皆様にテーマを提示し、6月8日に開催いたしますアイデアファクトリー総会での提案者からの概要説明によりご理解を深めていただき、各テーマへの参加について投票していただきますが、提案者から賛助会員への参加の働きかけを推奨します。採択テーマの決定は6月末を予定しています。

アイデアファクトリーの成否はいかに企業会員のニーズに基づく共通課題に即したテーマが立ち上げられるか当該課題解決に供する学術シーズがあるかに懸かっておりますので、趣旨をご理解いただきご提案のほどよろしくお願いいたします。
なお、平成23年度募集におきましては2件が採択され、現在も活動中です。

敬　具
（お問い合わせ先）　（財）製造科学技術センター　国際部　原島、春日
TEL： 03-3500-4891

E-mail： int-if@mstc.or.jp
平成24年度 アイデアファクトリー テーマ募集要領
平成24年度アイデアファクトリー事業に関し、下記の要領にてテーマを募集いたします。奮ってご応募ください。
1.　目的
本事業は学術会員から提案のあった調査研究テーマについて、それに興味を持つ賛助会員である企業が共同で研究会を組織することにより、共通の問題意識を抱える学術会員と賛助会員とが直接の意見交換、調査および基礎研究等の活動をすることを通じて研究開発への次のステップへの足がかりを築いていこうというものです。

出口イメージとしては、
・公的資金によるフィージビリティスタディの実施

・産学共同による研究開発プロジェクトの提案・実施

・企業による単独／共同プロジェクト化（コンソーシアムの形成）
・企業の研究計画／製品開発計画への反映・発展
などにつなげることを目的としています。
2.　提案
MSTCの学術会員であれば誰でもテーマの提案ができます。現在学術会員でない学術機関構成員の方もメンバーの推薦があれば提案可能ですが、提案が採択された場合は学術会員になっていただきます。テーマとしてはまだ本格研究には着手していないが近い将来の研究テーマとして産業界のニーズを確かめたい、またある程度の研究成果を出しているものについてその産業適用を目指す等が考えられます。なお、賛助会員がテーマをお持ちの場合には、そのテーマについて知見のある学術会員にコンタクトし、その学術会員名で応募してください。もし、適当な学術会員がいない場合には事務局にご相談ください。
なお、新規の単独／共同プロジェクト化を狙うため、既に同一テーマで公的な助成を現在受けているプロジェクトは本アイデアファクトリーの対象とはなりません。
3.　研究期間
テーマによって最大2年とします。なお、2年間の研究を希望するテーマでも、賛助会員に継続参加意思を年度毎に確認し、継続の可否を決定します。
4.　運営資金および予算
アイデアファクトリー運営のためMSTCはリーダー（提案者である学術会員）に資金を支給します。運営資金は1テーマあたり年間150万円を上限とします。
資金の使途は特に限定いたしませんが、アイデアファクトリーの運営およびテーマの研究実施に要する、①国内外旅費、②補助員雇上費用、③文献費・翻訳費、④会議費等が考えられます。なお費用計画と実績が大きく異なるおそれがある場合には、事前に事務局にご相談ください。
また、賛助会員は原則としてボランティアの参加となります。
MSTCはロジスティックサポートを提供します。
5.　募集
応募を希望する学術会員は、提案書（A4、1～2枚程度、別紙1参照）に必要事項を記入の上、募集期間内に電子メールでMSTC国際部へご提出ください。複数の学術会員による応募も可能ですが、その場合は代表者を指定してください。
募集期間：平成24年3月21日（水）～平成24年4月27日（金）
6.　問い合わせおよび書類提出先
（財）製造科学技術センター 国際部　原島、春日
E-mail： int-if@mstc.or.jp　　　TEL： 03-3500-4891
7.　審査

提案されたテーマについては、MSTC事務局で内容を検討し、テーマの妥当性、新規性等についてチェックを行います。その際必要に応じ学識経験者の意見を聴取します。また、提案者に対して質問等を行うことがあります。なお、新規性については同一テーマの継続提案は認められませんのでご留意をお願いします。テーマの妥当性が認められたものについて、必要な場合は修正をお願いした上で賛助会員に対しテーマを提示して参加希望の投票を行います。

8.　投票および採択
(1) 提案概要発表：賛助会員の理解を深めるため、テーマ提案者は6月8日（金）に開催するアイデアファクトリー総会で提案概要を発表してください。

(2) 投票：提案があったアイデアファクトリーテーマに対しMSTC賛助会員の参加希望投票により採択テーマを決定します。参加希望投票は提案締め切り後、MSTCから賛助会員に各テーマの提案書を送付し、参加希望投票を受け付けます。賛助会員は1テーマに対し1票の投票で最大3テーマに投票ができます。参加を希望するテーマがない場合にはその旨お知らせください。
(3) 採択：5社以上の参加希望のあったテーマについては、原則として得票順に採択しますが、応募状況によりましては、より少ないメンバーでの採択もありえます。なお、今年度は2件程度の採択を予定しています。
(4) 通知：賛助会員およびテーマ提案者に通知するとともに、MSTCホームページで発表します。
9.　参加メンバー

アイデアファクトリーの参加メンバーは、提案者である学術会員、テーマに参加投票をした賛助会員です。なお、賛助会員以外の企業でも、次年度からの賛助会員加入を確約し、今年度は25万円の負担をいただければ参加可能です。採択時にメンバーでなかった学術会員、賛助会員は、採択時の参加メンバー全員が承認すれば参加可能です。
また、各アイデアファクトリーには、MSTCの技術担当がオブザーバーとして参加します。また関係省庁、研究所等のオブザーバー参加も認められます。

10.　契約
MSTCと各アイデアファクトリーリーダーとはアイデアファクトリーの実施に関し研究契約（単年度契約）を締結するものとします。採択されたテーマのリーダーは採択通知の日から1ヶ月以内に実施計画書（A4、2～3枚程度、別紙2参照）および支出計画書（別紙2－別添参照）を提出してください。

11.　報告
各アイデアファクトリーは研究終了後2ヶ月以内に活動概要および委託金使用明細を記した「実施報告書」（A4、4～5枚程度、別紙3参照）を提出してください。
またMSTCは年1回各アイデアファクトリーの活動概要／成果を広く知らせるためアイデアファクトリー総会を開催しますが、その際、各アイデアファクトリーは活動概要・成果を発表するものとします。総会は広く一般に公開し、会員／共同研究者の勧誘に役立てるものとします。

なお、実施報告書およびアイデアファクトリー総会での報告資料は予稿集として総会で配布するとともに、MSTCホームページに掲載します。
12.　アイデアファクトリーの運営方法等（別紙5参照）

(1) セッション開催：各アイデアファクトリーは少なくとも年4～5回セッション（全体会議）を開催するものとします。セッションは原則MSTCで開催するものとし、MSTCはセッション開催に必要なロジスティクス業務を行います。個別セッションはクローズ（メンバーのみ参加）とします。メンバーはリーダーに頼り切ることなく、事例提供、理論的検討、アルゴリズム開発支援等、成果発現のため、積極的に活動することが義務づけられます。
(2) 知的財産等の取り扱い：本アイデアファクトリーでは基本的にはその活動を通じて知的財産等が生成されることは想定しておりません。しかし、事例提供、理論検討等に際して必要があれば、秘密保持契約または知的財産取り扱い協定等を締結することを推奨いたします。
(3) 事務局：MSTC国際部が事務局を務めます。事務局はリーダーの指示により、アイデアファクトリー運営のためのロジスティクス業務、即ち会議の開催案内、会議室準備、討議資料の準備（個別資料そのものはメンバーが作成）等の支援を行います。MSTCおよび真福寺（港区愛宕）で行われる会議については会議室およびペットボトル等の飲み物は無償で提供します。また、配付資料のコピーも無料で提供します。
(4) 最大2年間のアイデアファクトリー終了後は、プロジェクト化等に向けて活動の継続が必要な場合にはフォローアップとしてMSTC会議室の提供、必要に応じてのMSTC職員の参加等のサービスを行います。ただし、経費については負担しません。継続活動を希望の際はフォローアップ実施計画書（別紙4参照）を作成してMSTC事務局へご提出ください。
13.　予定スケジュール

・
テーマ募集（提案書作成）
平成24年3月21日～平成24年4月27日
・
テーマ公開／参加投票開始
平成24年5月中旬

・
アイデアファクトリー総会（概要説明）
平成24年6月8日

・
参加投票締切／採択テーマ決定
平成24年6月下旬

・
契約（実施計画書作成）
～平成24年7月末
・
各テーマ活動開始
平成24年8月～適宜

・
実施報告書提出
～平成25年5月頃
・
アイデアファクトリー総会（活動報告）
平成25年6月頃
以上

平成24年度　アイデアファクトリー提案書
	1.　アイデアファクトリー名称
	和文：

英文：

	2.　提案者及び
参加予定者
	提案者
協力学術会員
	参加予定賛助会員企業
(1)

(2)

(3)
参加予定非賛助会員企業
※企業の了解を得ておくこと

	3.　研究テーマ
対象分野
	
	①　プロセスイノベーション関連

②　プロダクトイノベーション関連

③　その他

	4.　研究の目的及び背景
（1）目的
（2）背景


	5.　研究全体概要


	6.　期待される成果及びアイデアファクトリー終了後の構想
（1）期待成果
（2）終了後の構想


	7.　予定研究期間
	平成24年8月1日　～　平成26年3月31日

	8.　関連研究実績


	9.　予定費用（上限150万円）　　　　　　　　　　　　　　内訳（旅費、人件費、会議費等）を記載してください。



平成24年度　アイデアファクトリー実施計画書
	1.　アイデアファクトリー名称
	和文：

英文：

	2.　リーダー及び参加者
	リーダー
協力学術会員
MSTC担当者


	賛助会員企業
(1)

(2)

(3)
(4)

(5)



	3.　研究テーマ
対象分野
	
	①　プロセスイノベーション関連

②　プロダクトイノベーション関連

③　その他

	4.　研究の目的及び背景
（1）目的
（2）背景


	5.　研究内容
（平成24年度）

（平成25年度）



	6.　参加者の研究分担 


	7.　平成24年度の実施スケジュール


	8.　平成25年度の実施スケジュール


	9.　期待される成果及びアイデアファクトリー終了後の構想

（1）期待成果

（2）終了後の構想




（別紙2－別添）


[image: image1.emf]リーダー：　××××大学　○○○○○○

【参考例】

（単位：円）

費　　目 金　　額

海外旅費 x,xxx,xxx欧州 xxx,xxx× 1人回＝ xxx,xxx

中国 xxx,xxx× 1人回＝ xxx,xxx

国内旅費 xxx,xxx大阪 x,xxx× 4人回＝ x,xxx

名古屋 x,xxx× 1人回＝ x,xxx

都内近郊 x,xxx× 1人回＝ x,xxx

謝金 xxx,xxx講師謝金 x,xxx× 3人回＝ x,xxx

委員謝金 x,xxx× 10人回＝ x,xxx

会議費 xxx,xxx会議室代 xx,xxx× 1人回＝ xx,xxx

ｺｰﾋｰ代 xxx× 10人回＝ x,xxx

翻訳費 xxx,xxx英→日 x,xxx× 47枚＝ xxx,xxx

日→英 x,xxx× 24枚＝ xxx,xxx

図書購入費 xxx,xxx xxx,xxx× 1式＝ xxx,xxx

臨時傭役費 xxx,xxxアルバイト1 xxx× 45.5時間＝ xxx,xxx

アルバイト2 xxx× 37.5時間＝ xxx,xxx

アルバイト3 xxx× 20.0時間＝ xxx,xxx

一般管理費 xxx,xxx

合　　計 1,500,000

内　　訳

支出計画書


アイデアファクトリー「＊＊＊＊」実施報告書
平成25年　＊月　＊日
（財）製造科学技術センター
理事長　庄山　悦彦　殿
住　　所　　
名　　称　　
リーダー　　
募集要領に基づき、アイデアファクトリー「＊＊＊＊」の活動概要及び委託金使用明細を下記のとおり報告します。
記
1.　実施概要
（1）研究概要（目的、課題、研究・検討手法、予定成果、予定成果利用等）
（2）実施体制
（3）個別実施（各参加者の本年度の担当分野及びその内容項目）
2.　実施の成果
（1）全体的成果
（2）個別活動成果（各参加者の本年度の担当分野及びその成果）
3.　今後の展開予定（共同研究の可能性、手法、組織、資金等）
（1）共同研究への展開
（2）メンバー企業内での展開
4.　委託金使用明細
別紙として添付
以上

平成24年度　アイデアファクトリーフォローアップ実施計画書
	1.　アイデアファクトリー名称
	和文：

英文：

	2.　リーダー及び参加者
	リーダー
協力学術会員


	賛助会員企業
(1)

(2)

(3)
(4)

(5)



	3.　アイデアファクトリーの実施期間
	　　　年　　月　～　　　年　　月

	4.　現在までのアイデアファクトリーの成果


	5.　 フォローアップが必要な理由



	6.　参加者の研究分担 



	7.　実施スケジュール


	8.　フォローアップにより期待される成果及び終了後の構想

（1）期待成果

（2）終了後の構想





アイデアファクトリー実施の流れ
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出典：http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004672/008_03_02.pdf
別紙1





別紙2





別紙3





別紙4





別紙5





アイデアファクトリー総会（報告会）





学術シーズ





研究契約・委託金支払い（対リーダー）





不採択





アイデアファクトリー終了、新たな展開へ





実施計画書提出（リーダー、1ヶ月以内）





リーダー決定（学術会員）





賛助会員（企業）投票





テーマA： 提案者xx大学AA教授


テーマB： 提案者yy大学BB助教授


テーマC： 提案者zz研究所CC主任研究官


テーマD： 提案者…….





アイデアファクトリー


テーマ提案募集











※賛助会員に通知








企業ニーズ








テーマ決定


※得票数の多いテーマ順に選定





アイデアファクトリーセッション（研究・討議）実施


特に出口イメージを明確に。


会議ロジはMSTCが支援





アイデアファクトリー実施報告書（2ヶ月以内）





別添








_1393833584.xls
使用明細

		支出計画書 シシュツケイカクショ

																リーダー：　××××大学　○○○○○○ ダイガク

		【参考例】 サンコウレイ														（単位：円）

		費　　目 ヒメ		金　　額 キンガク		内　　訳 ウチヤク

		海外旅費 カイガイリョヒ		x,xxx,xxx		欧州 オウシュウ		xxx,xxx		×		1人回		＝		xxx,xxx

						中国 チュウゴク		xxx,xxx		×		1人回		＝		xxx,xxx

		国内旅費 コクナイリョヒ		xxx,xxx		大阪 オオサカ		x,xxx		×		4人回		＝		x,xxx

						名古屋 ナゴヤ		x,xxx		×		1人回		＝		x,xxx

						都内近郊 トナイキンコウ		x,xxx		×		1人回		＝		x,xxx

		謝金 シャキン		xxx,xxx		講師謝金 コウシシャキン		x,xxx		×		3人回		＝		x,xxx

						委員謝金 イインシャキン		x,xxx		×		10人回		＝		x,xxx

		会議費 カイギヒ		xxx,xxx		会議室代 カイギシツダイ		xx,xxx		×		1人回		＝		xx,xxx

						ｺｰﾋｰ代 ダイ		xxx		×		10人回		＝		x,xxx

		翻訳費		xxx,xxx		英→日 エイニチ		x,xxx		×		47枚		＝		xxx,xxx

						日→英 ニチエイ		x,xxx		×		24枚		＝		xxx,xxx

		図書購入費 トショコウニュウヒ		xxx,xxx				xxx,xxx		×		1式		＝		xxx,xxx

		臨時傭役費		xxx,xxx		アルバイト1		xxx		×		45.5時間		＝		xxx,xxx

						アルバイト2		xxx		×		37.5時間		＝		xxx,xxx

						アルバイト3		xxx		×		20.0時間		＝		xxx,xxx

		一般管理費 イッパンカンリヒ		xxx,xxx

		合　　計 ゴウケイ		1,500,000





使用明細 (2)

		支出計画書 シシュツケイカクショ

																リーダー：　××××大学　○○○○○○ ダイガク

																（単位：円）

		費　　目 ヒメ		金　　額 キンガク		内　　訳 ウチヤク

		海外旅費 カイガイリョヒ		x,xxx,xxx		mm/dd-dd　ﾊﾟﾘ　製造太郎 セイゾウタロウ		xxx,xxx		×		1人回		＝		xxx,xxx

						mm/dd-dd　北京　製造太郎 ペキンセイゾウタロウ		xxx,xxx		×		1人回		＝		xxx,xxx

						mm/dd-dd　ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　製造花子 セイゾウハナコ		xxx,xxx		×		1人回		＝		xxx,xxx

		国内旅費 コクナイリョヒ		xxx,xxx		mm/dd　第2回会議　製造太郎 ダイカイカイギセイゾウタロウ		x,xxx		×		1人回		＝		x,xxx

						mm/dd　第2回会議　製造花子 ダイカイカイギセイゾウハナコ		x,xxx		×		1人回		＝		x,xxx

						mm/dd　第3回会議　製造太郎 ダイカイカイギセイゾウタロウ		x,xxx		×		1人回		＝		x,xxx

		謝金 シャキン		xxx,xxx		mm/dd　第2回会議講演　産業太郎 ダイカイカイギコウエンサンギョウタロウ		x,xxx		×		1人回		＝		x,xxx

						mm/dd　第4回会議講演　産業太郎 ダイカイカイギコウエンサンギョウタロウ		x,xxx		×		1人回		＝		x,xxx

		会議費 カイギヒ		xxx,xxx		mm/dd　第2回会議　会議室代（△△会館） ダイカイカイギカイギシツダイカイカン		xx,xxx		×		1人回		＝		xx,xxx

						mm/dd　第2回会議　ｺｰﾋｰ代（△△会館） ダイカイカイギダイカイカン		xxx		×		10人回		＝		x,xxx

						mm/dd　第3回会議　会議室代（△△△会議室） ダイカイカイギカイギシツダイカイギシツ		xx,xxx		×		1人回		＝		xx,xxx

						mm/dd　第2回会議　ｺｰﾋｰ代（△△△会議室） ダイカイカイギダイカイギシツ		xxx		×		13人回		＝		x,xxx

		翻訳費		xxx,xxx		英→日 エイニチ		x,xxx		×		47枚		＝		xxx,xxx

						日→英 ニチエイ		x,xxx		×		24枚		＝		xxx,xxx

		図書購入費 トショコウニュウヒ		xxx,xxx				xxx,xxx		×		1式		＝		xxx,xxx

		臨時傭役費		xxx,xxx		11月分　製造太郎 セイゾウタロウ		xxx		×		45.5時間		＝		xxx,xxx

						12月分　製造太郎 セイゾウタロウ		xxx		×		37.5時間		＝		xxx,xxx

						2月分　製造花子 セイゾウハナコ		xxx		×		20.0時間		＝		xxx,xxx

		一般管理費 イッパンカンリヒ		xxx,xxx

		合　　計 ゴウケイ		1,500,000






